
医道審議会医師分科会医師臨床研修部会議事次第 
( 臨床研修にかかる 修了基準等について : 第 2 回 ) 

平成 1 7 年 3 月 ] 6 日 ( 水 ) 

1 0 時 0 0 分～ 1 2 時 0 0 分 

厚生労働省 共用第 6 会議室 

O  開 会 

O  議 事 

1 . オンライン臨床研修評価システム ( 日 POC) について 

2. 研究報きについて 

3. 要望書 は ついて 

4. 医師臨床研修の 修了基準について 

5. その他 

O  閉 会 

資 料 

rll 巨 P O C について 

2. 橋本委員からの 資料 

(1 ) 臨床研修の評価 & び 修了認定等に 関する研究報告 

( 平成 7 年度厚生科学研究費補助金特別研究事業 ) 

(2) 要望書 ( 日本医師会女性会員懇談会 ) 

3. 臨床研修の評価、 研修中断、 修了認定について 

4. 産休・育 林 ・ 病 休の取扱いについて 

5. 臨床研修修了に 関する論点整理 ( 案 ) 

参考資料 

] , 病床規模 別 病院数，研修医 数 

2, 2 次医療 圏 医療規模 別 研修医在籍状況・ 研修医 数 



資料Ⅰ 

オンライン卒後臨床研修評価システム 

EPOC 
(Ev8uation@system@of@Postgraduate@Cl Ⅰ   i   G   

Tra     Ⅱ     ng) 

について 

国立大学医学部附属病院長会議常置委員会 
教育研修問題小委員会 EPOC 運営委員会 

 
 

本帝作拐は 、 EPOC 携加構世が憶 投力 ( プロヴラム吉日 栂臆席 にたっては、 招 力里 窩珪 簗を含むものとします )0% 肺貝 ・宇土 毎 @0 世明に利用するめ 
含にのみ． 簾拍内 ( プロバラム 宙珪 技名 暁 にあ ってば． 宰 力立后 悌 毎を含むものとしま サ ) に 王立した硅素・ 印 早口布を杵 印 します．それ 以外の利 鹿 のれ 
合には、 必ず ウ 前に仮作 牡宕 @ の 利用 辞楯佑車 をお憶いいた L ま す。 

  
Ⅰ必修化により 全 ・ の が 設定されている 

Ⅰ複数の診療科からなる 研修が一般となる ( スーパーローテイト ) 

Ⅰ複数の病院・ 施設からなる 研修が多くなる ( 病院 群 ) 

Ⅰ複数のプロバラムに 参加する病院施設が 存在する 

Ⅰ研修医の評価が 求められる ( 厚生省令 158 号 17 条 )   
づ 共通評価システムの 必要性 



EPOC とⅠ ま インターネットを 利用した研修評価システム 

Ⅰ全国共通研修目標に 準拠 
Ⅰ ヵスタ マ イズ が可能 

Ⅰ協力病院・ 施設からもリアルタイムアクセス 
Ⅰ専用サーバーやソフトが 不要 
Ⅰセキュリ テ 千保存に有利 
Ⅰ使用料金 :2 年間で 1000 円 / 研修医 

研修医 指導医 研修統括部門 

  運営組織 

 
 

国立大学法人医学部附属病院長会議 
常置委員会 
教育研修問題小委員会 
EPOC 運営委員会 
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田中堆二郎 東京医科前科大学医学部 卍屈 病院 % 台 珍京 神 

前川棚恵 山口大串三学部先生放 穂医京 センター 

大浦 純司 東京大半玉学教百日練協力研究センタ 一 

木内文 弘 東京大学 匡 宇部 琳屈 病院 UM@N センター 

  大川 淳   東京三科歯科大学医学部 附屋 病院 お合 診療 部 
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越
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横浜市立大串医学部医学教育学 

東海大学医学部附属病院 
臨床 研揺 副部長 

石川 葮 一 % 路加回族病院副院長 頂 不同 
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平成 16 年度 EPOa 利用状況 

研修医 ( 火 ) 病院 ( 数 ) 
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評価内容 は 4 種類   
j  研修状況の評価 ｜ 

@  .  自己評価 + 指導医に よ る評価 @   
・ 指導状況の評価 ｜ 

・ 研修医による 

， 統括部門は入力後に 参照可能 

・ 指導医はプロバラム 修了後に参照可能 

・ 研修環境の評価 

・ 研修医に よ る 

・ プロバラムの 評価 

・ 研修医に よ る 



研修評価 は 自己評価後に - %  x 
か   

指導医による 評価を入力 
l 行ゴ目標項目ノ 医療者として 必要な基本姿勢・ 態度 

a- 十分てきる h- てきる・ c ミ要 努力 (3f 郊監刊武 77 =: 引而 不能 

b( てきる ' 以上の正目 数   
研修医吉平 @"'", 指導医評価。 "/" 

「．患者一医師関係     
" 自己 校医。 辞価 i @% 三吉利仙 

一 - " " " "  一   
けた者、 家族。 )= 一スを 身体 一 ", @  む理 - "@ 一 土釜 っ佃 価から "- @% てさる   t@  @ "" 。 。 。 。 " 軒何 不能。 未 

  "E 師 、 " 者 " 芳明知 ' とも。 納得。 " 。 。 療を行 '"" 。 """ 。 ""P ゴ ー " 
セントが実施できる                                                                                     。 '  。 " 。 ' 。 。 " 価 。 "  。 "" カ   

③ ""' ' 尭 。 。 """   "" 巾 '"" へ " 配血 。 ' 運る                                           :>cc" """""""@  柄 " """ '" 肋 ・ 

                                      。 """ 力 。 " 。 郊甘 引両 " 。 評価 不 "         
b@ できる @ 以上の項目 敦     
                              " 。 E"" 。 。 " 

  2. チーム医療   
'SifSE@ 指導医 き判而       自己押伍 一 ム l -""-""""""""""@@""""   

・． ll)@S!SS ・ 、 <:@ 、 WqIS 。 @:@sWf@:V@y ， C@3WII,:r-va@@WCSv   。 ・ "" "   ' ,   。 "" 何不 "   。 "" 力   
    。 " 坂入 " 同僚医師や他の 医療従車 者と 適切ヨロミュニケー " ン弍ノ " と " る 。 ・ b ; : ニ ・， Ob な c. こ 百ゃ @% ト能。 木人力   
  "'""" 。 "" 。 轍 " 。 楯 。 動 '" 。 。     。 3a ご b Ⅰに。 辞 @ 林武 G 末人 力   
  の """ 伝 "."" 。 当 " 。 ． " 荻 。 交 "" 。 。       b  i  C'a  C'b  Oc  C.'SWT@E  @@@At)   
,5)@K@@S@@l<@B@t(nta=i@:g.l::3?3=@'@---/@:/@@-@@                                     C " 押伍 不 "  。 "" 力     

  「手技」は姉段階評価  
     

4. 基本的手技     
け 気道 睦俘 ま宅 胸で甘 う             C, ③。 Gc c 軒価 不能 負 末人力   
の 。 二町唄を実施てさ   き 。 し ;, タ Ⅰ 二 れこよそ拝手持弓五 % も i ポ '  。 ， " 。 "C 。 ' 肝耐韓 。 " 入力 
                                                                                        "   """ "" "     -"   -   @ 一       一 -"           

 
 

 
 

引ん フ                                                                                   

4) 三 旧土山主五室 施 Ⅰ吉モ             
:a " 。 "c " 評価不能 " 末人力   
"" " 。 c  穏耐 ' 能 "" 入力       

5) 包帯 圧 五 % 屯 : 甘モ                       '', ご 。 " 。 ' 辞 i 称辞 ? 末人力   
引 王明法 ; 億円皮下                                                                                                                                                     " 。 。 " 価 。 "  。 "" 。   
" 。 " 。 。 ' 朋軽 。 '" 。 ミ萌宙で き "                                         " 評価不能。 " 人力   

  

目 j- 面 ，ま ・静脈血動脈 血 @ 室 弗 てき ろ               
g) 芽戸 Ⅱ ，ム ; 膀推屯冥樋 Ⅰ 吉る ．       

IO)@ ・ J;S(@@K lgB)S@S6T@6   
ll@ 甲   売を三仙 丁さヨ 

l2) 」」 一 ・キューヰ自 こ盲 @ 里 ナ % 圭こ   
  

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
 

@
g
 

 
 

 
 

 
  

 

自
 

。
：
 
 
 
 
 
 
 

-
 
-
 

侍
 
日
 
百
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 

  "' " 。 ' 。 "" 価 。 "  。 "" カ     
@  ca ご b 0c c" 何不能 G" 入力 

  

@ 一 一 一 

', ご 。 こ 。 " 肝 何不能。 未 入力 " """" " " - " 
"" 。 、 " "" 価 "" """ 。 

一 - 一 "   
「。 " 。 "" ' 軒 " 不能 "" 入 。 
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  「経験症例」は 無しの二段階評価 有り、   

， Ⅰ伸 一 " レポート提出の 確認も可 レポート自体は 紙べ ー スで行な う       
  研修 @ 情報   

。 ・。 態 " 
""" " 研 " 期 "   " 医療機由幸 """ "- 研榛 " プロック 一 一 診抹科等 "" 一 人力期間   
曲 " 穏 。                                 " 嫡 '   内科     削ヒ器 内科 :1' Ⅰ 口 明 l5@f- 間す ，     、             テす         

Ⅱ．経験目標項目 ノ巳 ) 経験すぺき症状・ 病態・疾患 チ 「，頻度の高い 症状 

  " @ 持しⅠ " @ 目 " ぎ ll は片語 "" 医 による確認 一 @@ 確認済 - 一 "--"-" め l 耳目の教を元もています "" 一 
% 薫メた 項目 ぬ " 6/35 

「．頻度の高い 症状 同し @; 藍目 ( う ぢゼ 佗 眉目 数 5/20) 
( し 十一 ト 提出数 l /20)   
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瞥 首長篇指導医に よ る 硅麗                     
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  評価の経時的変化をみることができる   沖 Ⅹ 

  一     憶   Ⅰ 升 @1 芽廿竜 f 仮     
。 ' 権 俺   BttHaBI   医擦 機目 寺   BHS@a-y@  ' 診珪科等   
遊民 "' 郎 2 Ⅸ 刀 ㏄ 0 。 ， -2 ㏍ 刀 l0B'   "' 。 榔 ' 内 @ 斗 ， 削ヒ器内 f4 

 
 

iCT@g@asj 
i. 行劫 目榛 項目 ノ医 度者として必要な 基本姿勢・態度 

最新の研 捲プ 。 ，ウ 田 ' 信田 医 評価 が 。 以上の研修 " 。 " ノ " " ""   - " " " 一一一 - 一 " " 一 - - 
金坑 彊 フロ ソク での評価一五 

。 音字． "" 三 。 。 拝価 '" 字 ． " 。 ""' ① 
， "" 。 ' 優れ。 。 。 ・ '"" 。 ， 。 " 婁 " 。 ， """'" 。 " 

「・患者一医師関係 内耳 俺卸 披 二手Ⅰ 八 % 耳 
@@@3 @5 %- 2@03 l@ Ⅰ - 2 Ⅱ 4 02 0@- 2004 05 0 ト 

-i003103l Ⅱ 00401 田 ・ - 四 040430 -j@040@3l 

油 他界内Ⅱ 片上帯外材 麻 R Ⅱ Ⅱ 児 Ⅱ     
ぎ 竜な。 市ぢま : 特 ㌫ ま 轟轟 ナ 。 /b  ,/"  b/ 。 b/ 。 
一 一 " 一 

2) 色目．三者・ 球蒔 がとも - Ⅵ 何 

。 ム " トコンセン 。 """ 綿 t か其比 。 軋 アウ てきろ '""""  b ノ b  b'C  b ソ C  。 ミ /b 
") 守れ 寺 私を臆 た " ラ ライ ' 。 "" 
" への配立かできる。 h ノ za a / h c/ h b/ rc 

    
                          た甘 7 「 nUffl7nl 仁ミ ・ミな 一 I>n 「 u@n@@1- 20040901- 2nn 丑荻冊 ち nlD@   
-?004@06@30                   -200<・ -20041231 -2005・     
産井 牡 メれ へき 也 ・ ぬ虫簗捺所 枝神卸 並 彬 打杵 小児 扮れ   

b/ a こ /h こ Ⅰ し a/a   a/a   
b/ <c a7 ト h/ t. b/b a/ ヨ 

ネ / ネ b/ c b/a a /a ミノ 日 
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          最新の研修フロック Ⅰ :@t 宰 皇民による 確麗 l わ ㍉早られて経験済みとみなさ オ @ こ 項目   
金所 牡 プロックでの 符何 一再 

@ 字 : 研儂医 自己評価 / 赤字 : 指導因 W@         
  田ヒ若 内科   目 ヒ甘 外科 伝央 件 ト児甘 珪 博打人材   へき地・耳玉強圧 肝 l 梧拝甘   整形外科       

わ 全身 倦色廷             一 / - 一一一 一 @@@" 一ノー 一一 - 一 @ @         - ノー   i   一 """" ノー """""" " - ノー 一 """ 1 m"""                                                                                                       
  未 提出 ; 済 / 済 ; -/-       - ノ   i - ノー ・ -/- 

2) 不眠             一Ⅰ 一         一ノ 一     一 /-   

の 食欲 不接               済 / 末 …… l -/- -@ 一       - ノー     - ノー - Ⅰ -   - ノ - - Ⅰ -   
  未 提出 : 済 / 未 ・ 済 / 済 : - ノー   リ - -/- 一 ノー             

lE); """" 羊 @  一 メ """"""                                                                                                                                                               
6) リンパ 拝伍脹肖 
-""""""""""""" 。 一 """""""""""""" ， 未 提出                                         - 滴 一 - 7 一 滴・ " ・       -   ノー                                                                                                                         
  7) 至交     一アー       一 / 一     一ノ 一 

                                            提出演 -"."""""""n" ; ・ 済 / 済 一 清 ア未                                                                                                                                                         
            一ノ -       -/-           -/-   -/   

の 二府   -/ 一         一ノー 一 /-   
9) 発印       末技 七             済 7%         -/- -/-       - ノ -         - ノ     

      
釜 "" ジ か衣 テ されよ @ 尭 凸 Ⅰ イ @ 占 - ネ升 

指導状況の評価 

柵働喘麗 "" 孟韓は 研修修了後 

    
り医 圧面招き本手技の 指 垂   OA ◆ BOG OD0 打低下 億 0 夫人力   
2) 考え方の括 幸     ● fAo 巳 COC OD0 キ億不能 0 先入力   
め """ 楳の苗。 "' ( 。 やる気を出させた、 自分の指 叫 こ責任 を耗 ったなど ) 0 点 ● B OC OD 0 ト 府下 能 0 未 入力     
の研緩 医の状況への 配庖   Ⅰ 斥 OSOc ODO 辞億 不能 0 未 入力 

""' 。 。 受 。 た憶 " の " 。 。 
    冶斬 ・治療 のホ革 ) OB ● BOO ODO 辞 府下 能 0 夫人 

% 安全 昔世 の 指町   
7) 毒舌・京唄 . 和 する化度の 指ヨ   Ⅰ 円 OB OG OD O 旺 

の コンテ 石 ] 材 " テ Ⅰする年度の 指事 OA ● B 00 OD 0 分 

""i 荊 ' OR ◆ 日 OC ODO 
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- 「診療科 ( 協力施設 ) について」 
の 研修環境の評価     

計紬 。 肝 ，     " 伍項 。 の 笘 "   
て沌足 C" 吝瓦 町内 ご ""  Cl 冊 " 丁 "                                                                                             
仁垣 何％ 色すさゐ c 少なすぎる "     平侍イ億                                                                                                     

一 " " " 一     
瞬 娃腰描 " 血 。 こ 。 。 " 。 つ 。 。 "" 。                                                                                                                         
の鐙故 " 枝枝 " の 敬 :     二通 切 ". を す舌る臼 少なすぎろ つ秤 店子 佳                                                                                                                                             
    ⑤ 一 姪舐 " 一 """""""  千枝 " 検査の睡 類       _;jln 。 --"@"- " ニ s,@w' ""'0@%' 。 一一 @ ‥ - 。 一 "' " 一 "@- 。 ""' 一一 。 "       一 @  @ "" " 一一 平価不能た手技・ """"----""-""""""""-""-"""-- l  l ヰ才 Ⅰ ち 拍 や田ト 五のⅠ から克で ヰ ミ軒うしよ 粕切 な 丁 魑 Ⅰ手技・ 挨エ 0% れを考え・ モ れと比色してヤ 分か . 硅 検し 

BWWKHiW Ⅰ ""  う早 。 " 。 ・ C 近す " 。 0 剖 。 不 " 六年 甘億しヰ ト のどの日用にこの Ⅰ 肚 モロ 毛 するのが 辻 りか モ 考え   て れと礼 Q して % 分 0 ロ ち屯俺を   
7)" 侮朋侍   。 ぶ垣 "  し ・ "" さ 。 .;" す " るて ． " 秤 店下。                                                                                                                                                   
司馬 箸礒 鼓草 浮 再会社 の ・ コ 適切コウすきる コ 少なすぎる                                                                                                                                                               
金人的 支キ付明   
。 ' 研修 僅 何の妊 捷           し 満足 0" 容 。 庄内や不 "  0" 何不。                                                                                         
' 。 .@ き串巨 用の正 携 Oaffi  C'KBBBPl  CTiaS  C  RWS                                                                                                                                                                 
"'" ガ "" 力ルからの。 損 ・ ミ 下足                 許容範鱗石子 涌 ". 汗億 不能                                                                                                                                                       
最後にプロバラム 評価を入力 

    Q Ⅰ     

プロバラム全体の 評価 
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" @ 一 - 一 " 一 " 一 -  " 一 一 一 @ - - m "  一 @  。 一 一一 " 

A2- Ⅱ 本プ ロゲラムの改善す ぺぎ点 

 
   

  
授 -2: 本プ ロ ゲ ラムのよか フた点 
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  その他の機能 竪
 ・
 
、
 

 
       

  

i マ 指導医・研修医の 入力状況が把握できる 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

その他の機能 く 旺 傍目珪の入力 ) 

研修統括部門から 研修目標を自由に 追加できる 
              

lD     経験目標 K4ia 一一 瑚ぎ ) 乎 免疫・アレルギ - 庚睾     呵 
  

Ⅰ行劫目標は 穴項目 2 個、 小項目 各 3 個まで追加可能です。 

  
の締扶 目標 (2 段階 ) は六項目 3 個、 小項目 各 1 町 B まて追加可能てす。 

  

  2f 掛皆 @ モ t 面 

  2fg@ ぎ評 { 面 
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その他の機能 

・ 掲示板機能 

協力病院，施設 
への連絡ができ 
る 

@ 京蔽椿厨 
" " " " " " """" " " " " " 

2 ㏄ 4 年度東京医科歯科六字 医 宇部附 圧 病院   
( 最終更新日、 鰍 08/00) 

" " @"   - 一 - 一   
研修医 指導医各位 
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研修センタ一でほ 各協力施設での 入力 @ ． R をオンラインで 把握しております ， 

  なお ぎ ・ 療科 において 経幹 がでさなかった 項目についてほ @ 評価不能 J を : 

東京医科医科大字 臨床教育研修センター 
センター長 田中雄二郎 

その他の機能           
マ レポートサンプルをダウンロード ; できる               

  
 
 

  
確定診断 ネ                                           
  

  
lit@ I                       

日本内科学会 
より許可を得て 
掲載 
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修了認定への EPOC の活用 

EPOC 運営委員会委員長 
田中雄二郎 

東京医科歯科大学医学部附属病院 
臨床教育研 傍 センター 

臨床研修制度の 認定 
佃 々 人によって 到達 度 、 経験 度 が異なるのは 当然 

一定の基準を 設け 傍 7 者の質の保柾を 行う必要 

基本的臨床能力が 具わったか 

自動車 ( 普通 ) 運転免許 

  学科試験 運転免許試験場にておこなう 
技能試験 指定教習所卒業者は 免除 

研修修了認定 
学科試験 厚労省 ( 医師国家試験 )? 
技能試験 指定研修病院修了者は 免除 

握下無 定は 所格管理委二会の 判断に応じて 壷 仕者がプロバラムごとに 行う 

二三二 ノ 所格認定を厳格に 行 う ( 研侮 延長も認める ) 

プロヴラム通り 必修疾患、 項目の経験 研修したか 目標に沿って レポートの提出 研修したか                                     

Ⅰ 0 



臨床研修制度 

達成のための 方策 
プロヴラム基準 

内科 (6 ケ月 ) 、 外科，救急、 小児科、 産婦人科、 
精神科，地域保健 

研修目標 
行動目標 2l 
経験目標手技 64 症状 52 疾患 88 現場 28 

目標達成の担保 
必修疾患，項目の 設定 

手技 38 症状 31 疾患 ( 入院 )10 ( 外来 )38 

達成線の設定 ( 経験疾患 88 のうちの 7 割 62) 
レポート 31 項目 

修了認定に関する EPOC の利点、 
  研修医の自己評価を 指導医評価により 確認している 

  研修医・指導医の 評価の訂正は 本人しかできない 

-  臨床現場の判断が 尊重される 

  達成度が随時わかる 

-  研修途中で達成度に 応じ研修内容を 検討できる 

-  修了認定間際の 混乱が回避できる 
  

  研修記録を作成する 労力が軽減できる Ⅰ 

-  新人の登録時期に 重なり、 相当な事務量が 集中する時期 

-  要約 フ オーマットは 厚 併有が提示する 指針にそって 作成予定 

  保存 

-  5 年間の保存が 義務付けれられている ゃ 

11 



  研修の進行状況がわかる 指導医に よ り確認されてし 憶 

 
 

ピンクは 他 ブロックで経験 
｜｜   

全， "L 三 ， """ 。 "" 
(A) 籠 )0 の項目 項目 無ツ (07l) ( Ⅰ， 2)   
診療したよる 指導医にしボ 確認提出 - ト 

  ● 一 "  済 0 禾 確認済 " 一 ""                             
  未 提出   

一正百 円 ,@- @   -- [3] 一一一一一 閉塞性・ ム 拘 "- 天性 @  一 肺恢患 " @  "" @  @ " と 気管支喘息 一 - "  一一一 " と 九管 一一一 " 支 拡張 @  症 l@:  一 0 済 " 一一 ● 末 一 
                                                                                                                                                                、 気管支炎、 )(A)-""-- 肺炎 一 -"-"-        """""--0 済 ● 末 。 一 

[4] 一一 肺循環障害 " 一一 -" 一 m"  ( 肺塞栓、 "  肺 "-"" 梗塞 )   "  一 0  済 "  """""  Ⅰ 末 " 一               
[5] 異常呼吸 ( 過換気症候群 ) 0 済 ● 末 一       
-"-""""  [6] 胸膜、 縦隔、 横隔膜疾患 ( 自然気胸、 "-""-""" 胸膜炎 @   " 一 "  一 Ⅰ "  済 - 0 一一 未 確認済 - 下妻     
じョ肺拝 -  % Ⅹ       

+ 済 0 未 確認済 下妻 
  

  

研修修了時の 研修記録のサンヌ 援 ㌫ ま鸞鸞 ww@" 。 " 
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コ
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五
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いつどこで 
研修したか """ 適 " 

俺他 期月                                               " キ '" 。 舛田 " 。 担当 化ヰ 三 % Ⅰ 

                                                          @ Ⅰ」     。 "'"" 。 "  な 。 .""" Ⅱ "'" 甘 "' 引 " 甘 " <i 。 ' 1".T"l 
臣 Ⅱ㏄ ，     :   二 @  卸 t1                                                   L ‥ J 巾に ヰ下                                     

@. Ⅹ㌃・     @       Ⅰ．八ミ 革 Ⅰ @ 打 Ⅵ -s. 店 Ⅵ @                                               巾 けれⅠ 卸 Ⅰ l 片ヰ 再 l 

《 研晦拝 Ⅰ》 

l. 行 曲目標い目 ノ圧宙キ として タ擾な 井本 漆軽 ・ 氏接 

どこで   
    恩 若 田印同係     宙芋 ．持尺 ヒ臼ヒ 十で : 赤字 "B 名玉 '"@ フ @t モ 

どんな評価だったか   
                -4. ' 旺 。 一 ' 。         " @ 目 。 " 'l                                                                                         

化 Ⅱ 睡 辞任 翔 

。 ． ぽ " 。 。 " 。 " の音 "" 。 。 " 払 " 粁妊 " 友ま   
'. 荻 " 。 。 。 " 状   

いままで 
4% 苗 E                       @aClnl l 

今市庁． ツ ・ 山   い 9 @ 
どのくらい 経 険したか ア Ⅲ急を キ 4 る症林 ・ 珪お額   

せ l 
    

． @ ミ @ 月白                       @@ @ , 
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ぱ 

: 入力状況 
    

      (@ 自 @ Ⅰ ヒ詰 @@% @@@@ 計 @ i2004A@/Cil i ． ooa/oe'27                                                                             。 一                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
67 施設 /387 施設                 研修医の 8 割以上入力   ( 鹿原     

  2 一 8 審Ⅱ 185 施設 /  387 施設       
    

一 2 審Ⅱ   52 施設 /  387 施設       

                  入力準備中 83  施設 /  387 施設         
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入力状況進んでいない 例 
    

        
      

    キニ 廿 Ⅰ． l                                 
          

                    与 1 1l l                               
<!;@Ef1inBI.HE:tt>                               

' 暖色 滅 ' 。 竹柏 ""           

    亡 V ヤミ ・三 %         
  「アド ";. モ宝                           
   

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 

 
 

評価に関する EPOC の課題 

研修医・指導医の 人力が双提 

「如何に入力を 促すか」成功事例を 参考に 

客観性の問題 
3 段階絶対評価 
経験の判定 

  

14 




